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『
大
日
経
』
の
講
伝
に
つ
い
て

―
我
々
は
何
を
伝
え
て
い
く
べ
き
か
―

小

林

靖

典

は
じ
め
に

　

は
じ
め
に
講
義
・
講
伝
・
伝
授
の
定
義（
１
）を

示
す
な
ら
ば
、
山
崎
泰
廣
は
長
谷
寶
秀（
２
）の

「
大
日
経
疏
玄
談
」
に
対
し
て
解
説
を
行
う

中
で
、「
二　

講
義
と
講
伝
」
と
題
し
た
項
を
設
け
て
、
そ
の
定
義
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
簡
潔
に
述
べ
て
い
る
。

　

真
言
宗
の
法
門
を
伝
え
る
の
に
、
講
義
・
講
伝
・
伝
授
の
方
法
が
あ
る
。
講
義
は
教
相
の
み
を
説
く
の
で
未
潅
頂
の
者
の
受

講
は
許
さ
れ
る
が
、
講
伝
は
事
教
二
相
に
わ
た
り
、
伝
授
は
事
相
を
授
け
る
の
で
已
潅
頂
の
者
で
な
け
れ
ば
受
者
と
な
る
こ
と

は
で
き
な
い
。�

（『
長
谷
寶
秀
全
集
』
第
二
巻
、
五
一
四
頁
）

　

ま
た
別
に
山
崎
は
「
講
伝
の
意
義
」
と
題
し
た
中
で
は
、

　

真
言
密
教
伝
統
を
伝
え
る
に
は
講
義
・
伝
授
・
講
伝
の
方
法
が
あ
る
。
講
義
は
教
相
を
、
伝
授
は
事
相
を
、
講
伝
は
事
教
二

相
に
わ
た
っ
て
講
じ
授
け
ら
れ
る
。
講
伝
に
は
『
大
日
経
』（「
口
之
疏
」「
奥
之
疏
」）、『
金
剛
頂
経
』『
理
趣
経
』『
秘
蔵
記
』「
両
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部
曼
荼
羅
」
等
が
あ
る
。�

（『
小
田
慈
舟
講
伝
録
』
第
一
巻
、
三
頁
）

と
述
べ
て
い
る
が
如
く
、
講
伝
に
は
主
と
し
て
『
大
日
経
』（「
口
之
疏
」「
奥
之
疏
」）『
金
剛
頂
経
』『
理
趣
経
』『
秘
蔵
記
』「
両
部

曼
荼
羅
」
等
が
開
筵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
こ
で
『
大
日
経
』
の
講
伝
に
つ
い
て
見
る
な
ら
ば
、
小
田
慈
舟
（
一
八
九

〇
〜
一
九
七
八
）
が
、

　

第
二
「
入
曼
荼
羅
具
縁
品
」
以
下
の
諸
品
は
「
住
心
品
」
に
説
か
れ
た
教
理
を
実
修
す
る
事
作
法
に
関
す
る
こ
と
を
説
き
、

胎
蔵
曼
荼
羅
の
造
立
、
入
壇
潅
頂
の
行
事
等
を
説
く
か
ら
、
古
来
第
二
品
以
下
の
経
疏
を
講
ず
る
に
は
許
可
潅
頂
を
行
っ
て
受

者
を
入
壇
せ
し
め
る
習
で
あ
り
、
こ
れ
を
講
伝
と
称
し
、
漫
り
に
授
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

�

（『
小
田
慈
舟
講
伝
録
』
第
一
巻
、
一
〇
頁
）

と
述
べ
、
ま
た
山
崎
は
、

『
大
日
経
』
七
巻
三
十
六
品
は
、
教
相
を
説
く
「
第
一
入
真
言
門
住
心
品
」
を
「
口
ノ
疏
」、
事
相
を
説
く
「
第
二
入
曼
荼
羅

具
縁
真
言
品
」
已
下
を
「
奥
ノ
疏
」
と
称
し
て
区
別
せ
ら
れ
、「
口
ノ
疏
」
は
広
く
未
潅
頂
者
に
も
講
義
さ
れ
る
が
、「
奥
ノ
疏
」

は
講
伝
に
属
し
受
者
は
已
潅
頂
の
者
に
限
ら
れ
て
い
る
。�

（『
長
谷
寶
秀
全
集
』
第
二
巻
、
五
一
四
頁
）

と
両
氏
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
大
日
経
』（『
大
日
経
疏
』）
に
お
い
て
具
縁
品
以
下
の
い
わ
ゆ
る
「
奥
ノ
疏
」
を
講
ず
る
も

の
を
講
伝
と
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

こ
こ
ま
で
智
山
伝
法
院
に
お
け
る
総
合
研
究
で
は
、
主
と
し
て
講
義
・
伝
授
・
講
伝
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
名
称
や
実
際
の
開
筵

を
め
ぐ
っ
て
、
そ
の
歴
史
的
経
緯
を
学
ん
で
き
た
が
、
特
に
講
伝
に
お
い
て
「
何
が
伝
え
ら
れ
て
き
た
の
か
」
と
い
う
、
講
伝
の
内

実
・
内
容
に
関
す
る
義
論
に
つ
い
て
は
未
だ
手
つ
か
ず
の
状
況
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、『
大
日
経
』
の
講
伝
に
お
い
て
我
々

新
義
真
言
宗
末
徒
は
、《
何
を
伝
え
て
い
く
べ
き
な
の
か
》
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
い
さ
さ
か
考
察
し
て
み
た
い
。
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一
、『
大
日
経
』
に
説
示
さ
れ
て
い
る
主
要
な
教
法

　

そ
こ
で
ま
ず
、『
大
日
経
』
に
説
示
さ
れ
て
い
る
主
要
な
教
法
に
つ
い
て
見
る
な
ら
ば
、
小
田
は
『
大
日
経
』
の
講
伝
の
中
で
「『
大

日
経
』
に
説
く
主
要
な
教
法
」
と
題
す
る
項
に
お
い
て
、

　

当
経
を
通
観
し
て
、
そ
の
肝
要
な
法
門
は
何
で
あ
る
か
、
古
来
そ
の
法
体
に
つ
い
て
種
々
の
説
が
あ
り
、
或
る
学
者
は
十
五

義
を
あ
げ
、
或
い
は
十
義
を
あ
げ
、
宥
快
法
印
は
五
義
を
示
さ
れ
た
。
吾
が
恩
師
長
谷
宝
秀
大
僧
正
は
七
義
を
示
し（
３
）、
し
か
も

こ
れ
等
の
諸
義
を
浄
菩
提
心
の
実
相
を
説
く
一
義
に
摂
せ
ら
れ
た
。
そ
の
釈
義
は
誠
に
傾
聴
す
べ
き
説
で
あ
る
。
即
ち
、

一
、
浄
菩
提
心
一
切
智
々
の
実
相
を
説
く

二
、
阿
憾
字
を
以
て
一
経
の
大
宗
と
す
。

三
、
五
字
門
を
説
く
を
所
説
の
大
宗
と
す
る
。

四
、
四
阿
（
憾
侃
姦
完
）
を
大
宗
と
す
る
。

五
、
身
語
意
三
平
等
句
の
法
門
を
以
て
大
宗
と
す
る
。

六
、
胎
蔵
曼
荼
羅
説
く
を
一
経
の
大
宗
と
す
る
。

七
、
三
句
五
転
を
以
て
所
説
の
大
宗
と
す
る
。

�

（『
小
田
慈
舟
講
伝
録
』
第
一
巻
、
一
〇
〜
一
二
頁
の
取
意
）

と
、
長
谷
氏
が
講
伝
に
お
い
て
こ
の
七
義
を
挙
げ
て
『
大
日
経
』
に
説
示
さ
れ
て
い
る
主
要
な
教
法
と
し
て
い
た
こ
と
を
紹
介
し
、

小
田
自
身
も
そ
れ
に
倣
う
旨
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
金
山
穆
韶
（
一
八
七
六
〜
一
九
五
八
）
に
よ
る
と
、

　

大
日
經
一
部
所
説
の
法
門
深
廣
な
れ
ば
、
直
に
其
法
體
指
示
し
難
く
、
こ
れ
を
疏
の
釋
文
に
徴
す
る
よ
り
外
な
き
が
、
疏
の
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文
に
依
れ
ば
、
一
部
所
明
の
法
體
と
し
て
示
さ
れ
た
る
も
の
數
義
あ
り
、
今
此
等
諸
説
を
列
擧
し
、
つ
ひ
に
諸
義
あ
る
も
一
經

の
大
宗
よ
り
考
へ
、
最
も
根
本
的
な
る
も
の
を
提
示
せ
ん
と
思
ふ
。

一
、
衆
生
の
自
心
品
を
一
部
所
明
の
法
體
と
す
。

二
、
三
句
の
法
門
を
一
部
所
明
の
法
體
と
す
。

三
、
三
平
等
句
の
法
門
を
一
部
の
法
體
と
す
。

四
、
四
阿
を
一
部
所
明
の
法
體
と
す
。

五
、
阿
尾
囉
吽
欠
の
五
字
を
一
部
の
法
體
と
す
。

六
、
阿
字
を
以
て
一
部
の
法
體
と
す
。

七
、
大
悲
胎
蔵
曼
荼
羅
を
一
部
の
法
體
と
す
。

八
、
真
俗
二
諦
不
二
を
以
て
一
部
の
法
體
と
す
。

九
、
大
日
如
来
自
證
化
他
、
体
用
を
一
部
の
法
體
と
す
。

　

以
上
九
義
の
中
に
於
て
、
其
最
も
根
本
的
に
し
て
一
經
に
貫
通
す
る
説
は
、
第
一
に
掲
げ
し
、
自
心
を
實
の
如
く
覺
知
す
る

を
一
部
の
法
體
と
す
る
説
で
あ
る
。�

（『
真
言
密
教
の
教
学
』
二
二
五
〜
二
二
七
頁
の
取
意
）

と
、
九
義
を
挙
げ
て
『
大
日
経
』
所
説
の
主
要
な
教
法
と
し
た
。
そ
の
中
の
前
七
義
は
順
序
こ
そ
相
違
す
る
が
、
長
谷
・
小
田
と
同

様
の
趣
旨
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
何
れ
も
『
大
日
経
』
の
教
法
と
し
て
、
古
義
派
と
新
義
派
を
問
う
こ
と
な
く
至
極
妥
当
な
も
の
で
、

『
大
日
経
』
講
伝
の
内
容
と
し
て
必
要
な
も
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
金
山
の
九
義
に
よ
り
そ
の
内
容
を
見
て
い
く
と
、（
一
）（
二
）（
三
）
の
義
は
「
住
心
品
第
一
（
口
ノ
疏
）」
に
、（
四
）（
五
）

の
義
は
「
悉
地
出
現
品
第
六
」
に
、（
六
）
は
空
海
が
『
大
日
経
開
題
―
法
界
浄
心
―
』
に
「
此
の
経
は
こ
の
一
字
（
阿
字
）
を
以
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て
体
と
為
す
。
是
の
経
の
始
終
は
唯
だ
此
の
義
を
説
く
な
り
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
如
く
に
『
大
日
経
』
の
諸
処
に
説
示
さ
れ
、

（
七
）
の
義
は
「
具
縁
品
第
二
」「
転
字
輪
曼
荼
羅
行
品
第
八
」「
秘
密
曼
荼
羅
品
第
一
一
」
等
に
、（
八
）
の
義
は
「
具
縁
品
第
二
」
に
、

（
九
）
の
義
は
金
山
が
「
此
義
は
一
部
の
題
目
に
依
る（
４
）」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、『
大
日
経
』
の
経
題
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
れ
ば
「
奥
ノ
疏
」
に
関
す
る
も
の
は
（
四
）
〜
（
八
）
の
義
で
あ
る
。
そ
の
中
で
特
に
古
義
派
と
新
義
派
に
お
い
て
異
義
を

生
ず
る
も
の
は
（
八
）
の
義
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
項
で
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　

ま
た
（
九
）
の
義
は
経
題
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
古
義
派
と
新
義
派
に
お
い
て
異
義
を
生
ず
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
小
田
は
、
そ
の
講
伝
に
お
い
て
別
に
項
を
立
て
て
言
及
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

　

五
箇
の
論
則
と
は
『
大
日
経
』
の
経
題
に
つ
い
て
高
野
山
の
論
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
五
箇
条
の
論
則
で
、「
大
日
経
教
主
」

「
理
法
身
説
法
」「
自
証
極
位
」「
自
性
身
随
縁
化
他
」「
自
性
会
因
人
」
の
五
箇
条
で
あ
り
、
こ
の
論
議
に
お
い
て
『
大
日
経
』

の
経
題
の
分
斉
を
規
定
し
、
題
の
意
趣
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
に
よ
っ
て
『
金
剛
頂
経
』
を
も

規
定
す
る
意
を
内
包
し
て
い
る
。�

（『
小
田
慈
舟
講
伝
録
』
第
一
巻
、
一
九
〜
二
〇
頁
）

と
、
五
箇
の
論
則
を
示
し
て
経
題
を
解
説
し
、
ま
た
同
様
に
山
崎
も
こ
れ
ら
五
箇
の
論
則
に
言
及
し
て
い
る（
５
）。
こ
の
（
九
）
の
義
に

お
い
て
古
義
派
が
提
示
す
る
五
箇
の
論
則
は
い
ず
れ
も
教
主
義
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
新
義
派
の
論
則
は
、「
大

日
経
教
主
」
に
は
「
教
主
真
応
」
が
、「
自
証
極
位
」
に
は
「
自
証
説
法
」
が
、「
自
性
会
因
人
」
に
は
「
実
行
当
機
」
の
論
則
が
そ

れ
ぞ
れ
対
応
し
、
そ
の
論
則
は
い
ず
れ
も
相
反
し
た
決
択
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
そ
れ
ら
の
一
一
に
つ
い
て
触
れ
な
い
が
、
小
田
は
五
箇
の
論
則
を
総
括
し
て
以
下
の
よ
う
に
教
示
す
る
。

　

以
上
の
五
条
の
論
則
（
宗
算
）
を
見
る
に
本
意
と
不
本
意
と
二
意
あ
る
。
本
意
本
旨
の
辺
で
は
、
自
受
法
楽
を
表
と
し
対
機

得
益
を
簡
う
。
故
に
教
主
の
論
で
、
難
者
の
謂
立
て
を
会
し
て
「
対
機
得
益
の
相
に
見
え
た
る
は
伝
法
の
聖
者
の
取
り
成
し
に
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約
す
」
と
い
う
、（『
宗
決
』
に
宥
快
・
快
旻
の
二
帖
を
の
せ
る
も
、
こ
の
両
論
争
に
は
こ
の
文
は
な
い
。
後
代
南
山
の
論
場
で
、

こ
の
よ
う
に
会
釈
す
る
に
至
っ
た
）。
大
日
経
教
主
と
理
法
身
説
法
と
自
証
極
位
と
の
三
則
は
本
意
本
旨
に
つ
い
て
義
を
成
立

す
る
。
次
に
不
本
意
と
い
う
は
本
旨
の
裏
に
含
め
る
義
で
法
身
化
他
の
業
用
が
十
界
に
遍
満
す
る
義
を
顕
わ
す
。
即
ち
自
受
法

楽
の
裏
に
対
機
得
益
の
義
が
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
、
自
性
会
に
未
悟
実
行
の
因
人
の
得
益
が
あ
る
義
を
述
べ
る
の
で
あ
る
。

自
性
身
随
縁
化
他
と
自
性
会
因
人
の
論
則
は
こ
れ
に
属
し
て
い
る
。
但
し
こ
の
本
不
本
自
証
化
他
の
二
義
は
仏
が
同
時
に
証
得

す
る
法
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。�

（『
小
田
慈
舟
講
伝
録
』
第
一
巻
、
二
六
頁
）

　

こ
れ
は
古
義
派
の
伝
統
的
解
釈
で
は
、
本
意
と
不
本
意
の
二
意
を
以
て
五
箇
の
論
則
を
分
別
し
決
択
会
通
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

換
言
す
る
な
ら
ば
真
言
の
教
学
を
本
意
と
不
本
意
に
よ
っ
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

　

本
意
と
は
空
海
の
『
弁
顕
密
二
教
論
』
の
「
自
性
受
用
仏
は
、
自
受
法
楽
の
故
に
自
眷
属
と
と
も
に
各
々
三
密
門
を
説
き
た
も
う
。

こ
れ
を
密
教
と
い
う（
６
）」

を
拠
り
所
と
し
て
能
化
の
教
主
・
仏
身
を
解
釈
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
自
受
法
楽
を
表

と
し
て
対
機
得
益
の
化
他
を
簡き
ら

う
と
の
立
場
で
、「
大
日
経
教
主
」「
理
法
身
説
法
」「
自
証
極
位
」
の
論
則
の
難
答
を
決
択
会
通
す

る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
不
本
意
と
は
、
こ
の
『
弁
顕
密
二
教
論
』
の
文
を
、「
自
性
会
の
境
界
は
唯
仏
与
仏
自
受
法
楽
の
内

証
と
い
う
は
、
こ
れ
を
会
通
す
る
に
二
意
あ
る
。
一
に
は
自
性
会
の
因
人
は
内
証
自
性
の
法
を
領
解
す
る
故
に
、
因
人
あ
る
も
唯
仏

与
仏
と
名
づ
け
、
自
性
所
成
の
人
と
称
す
る
。
二
に
は
受
用
以
下
の
三
身
は
化
他
を
表
と
し
、
自
性
身
は
自
証
を
表
と
す
る
。
し
ば

ら
く
本
に
約
し
て
唯
仏
与
仏
自
受
法
楽
と
い
う（
７
）」
と
会
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
所
化
の
機
根
に
約
し
て
自
受
法
楽
の
裏
に
対

機
得
益
の
義
が
有
る
と
の
立
場
で
、「
自
性
身
随
縁
化
他
」「
自
性
会
因
人
」
の
論
則
の
難
答
を
決
択
会
通
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
我
々
新
義
派
に
お
け
る
『
大
日
経
』
の
経
題
に
関
す
る
論
則
の
い
く
つ
か
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、「
教
主
真
応
」「
自
証

説
法
」「
実
行
当
機
」
そ
し
て
「
成
仏
二
利
」
等
が
あ
る
。
こ
の
中
「
成
仏
二
利
」
の
論
則
は
古
義
・
新
義
と
も
に
あ
る
が
、
た
だ
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そ
の
難
答
は
相
反
し
て
お
り
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
那
須
政
隆
（
一
八
九
四
〜
一
九
八
七
）
は
、

　

古
義
で
は
『
宗
決
』
第
四
巻
の
初
め
に
之
〔
成
仏
二
利
〕
を
論
究
し
て
い
る
が
、
難
答
の
所
論
は
新
義
と
相
反
し
て
い
る
。

け
だ
し
夫
れ
は
成
佛
の
語
を
新
義
の
如
く
自
證
に
局
る
と
す
れ
ば
、
本
地
身
説
法
の
義
が
成
立
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

�

（『
大
日
経
口
疏
講
義
』
二
二
頁
、
文
中
の
〔
〕
は
筆
者
に
よ
る
）

と
述
べ
て
い
る
が
如
く
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
大
日
経
』
の
経
題
に
関
す
る
古
義
派
と
新
義
派
の
論
則
は
、
何
れ
も
直
接
、
教
主

義
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

古
義
派
に
お
け
る
教
主
義
に
関
す
る
論
則
の
決
択
会
通
は
、
さ
き
に
見
て
き
た
よ
う
に
本
意
と
不
本
意
と
の
二
意
に
よ
っ
て
な
さ

れ
て
い
た
が
、
私
た
ち
新
義
派
は
〈
自
性
身
上
の
加
持
身
〉
ま
た
は
〈
自
性
身
を
改
め
ざ
る
加
持
身
〉
と
い
う
化
他
の
は
た
ら
き
を

有
す
る
加
持
身
を
法
身
内
に
組
み
込
む
こ
と
に
よ
り
、
他
受
用
身
以
下
の
随
他
の
加
持
身
を
も
っ
て
教
主
と
す
る
顕
教
の
主
張
、
す

な
わ
ち
所
化
の
機
根
と
化
他
の
立
場
と
、
か
つ
本
地
無
相
の
法
身
を
も
っ
て
教
主
と
す
る
能
化
の
教
主
・
仏
身
と
自
証
の
立
場
と
い

う
相
反
す
る
両
者
を
す
で
に
止
揚
し
て
い
る
。
こ
れ
が
前
提
と
な
っ
て
教
主
義
に
関
わ
る
論
則
を
決
択
す
る
の
が
新
義
派
で
あ
る
の

で
、
古
義
派
の
よ
う
に
本
意
と
不
本
意
と
い
っ
た
視
点
を
持
ち
込
む
必
要
が
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
つ
ぎ
に
金
山
が
示
し
た
（
八
）
の
義
を
め
ぐ
り
『
大
日
経
』「
奥
ノ
疏
」
の
講
伝
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
内
容
が
伝

え
ら
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

二
、
古
義
派
に
お
け
る
『
大
日
経
』「
奥
ノ
疏
」
の
講
伝

　

で
は
、
金
山
は
（
八
）
の
義
、
す
な
わ
ち
「
八
、
真
俗
二
諦
不
二
を
以
て
一
部
の
法
體
と
す
」
の
義
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
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教
の
本
旨
は
一
切
智
々
の
自
體
た
る
、
心
内
秘
密
の
曼
荼
羅
に
直
入
せ
し
む
る
に
あ
る
も
、
劣
慧
の
衆
生
は

0

0

0

0

0

0

、
か
ゝ
る
無
相

0

0

0

0

0

頓
大
の
法
門
に
堪
え
ざ
る
が
故
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
如
来
加
持
三
昧
に
住
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
不
思
議
神
力
を
以
て

0

0

0

0

0

0

0

0

、
仏
身
の
支
分
よ
り
四
重
曼
荼
羅
の
聖
衆

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
現
じ

0

0

0

、
或
は
有
相
の
壇
を
設
け
修
行
入
證
の
方
規
を
示
さ
れ
た
も
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
。
而
し
て
大
日
經
に
は
世
諦
加
持
の
曼
荼
羅
に

屬
す
る
説
多
き
も
、
こ
れ
眞
諦
の
本
地
一
心
に
契
は
し
め
ん
た
め
で
あ
る
。
即
ち
世
諦
の
曼
荼
羅
に
即
し
て
、
本
初
不
生
の
心

地
を
開
見
せ
し
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。�

（『
真
言
密
教
の
教
学
』
二
三
一
〜
二
三
二
頁
、
傍
点
は
筆
者
）

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
解
釈
の
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
劣
慧
の
衆
生
は
甚
深
無
相
な
る
本
地
の
法
門
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
、
そ
れ
故
、
随
他
化
他
の
有
相
の
法
門
を
も
っ
て
法
身
大
日
如
来
の
自
内
証
の
境
界
へ
と
引
入
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
意
趣
は
ま
さ
に
『
大
日
経
』「
真
言
事
業
品
」
の
「
甚
深
無
相
の
法
は
劣
慧
の
堪
え
ざ
る
所
な
り
。
彼
等
に
応
ぜ
ん
が
為
め
の

故
に
兼
て
有
相
の
説
を
存
す（
８
）」（

以
下
、
こ
の
文
を
〈
甚
深
無
相
の
文
〉
と
呼
ぶ
）
と
い
う
文
意
そ
の
も
の
と
符
合
す
る
。

　

そ
こ
で
諸
師
に
よ
る
『
大
日
経
』
講
伝
の
内
容
を
探
っ
て
み
る
と
、
小
田
に
よ
る
「
具
縁
品
第
二
」
と
『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
供
養

次
第
法
疏
』「
真
言
事
業
品
第
五
」
の
講
伝
の
中
に
こ
の
〈
甚
深
無
相
の
文
〉
に
対
す
る
解
釈
が
説
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
具

縁
品
」
の
講
伝
に
お
い
て
、

　

一
切
衆
生
の
自
心
中
に
本
来
四
重
円
壇
曼
荼
羅
を
具
足
し
、
こ
の
心
曼
荼
羅
の
中
に
諸
仏
菩
薩
等
有
り
て
常
恒
に
集
会
し
て

互
に
三
密
門
を
説
き
自
愛マ
マ

法
楽
す
。
然
れ
ど
も
無
始
以
来
無
明
煩
悩
の
た
め
に
覆
蔽
せ
ら
れ
て
自
ら
こ
れ
を
智マ
マ

見
す
る
こ
と
能

わ
ず
。
如
来
こ
れ
を
愍
み
て
衆
生
を
し
て
自
心
本
有
の
宝
蔵
を
開
見
せ
し
め
ん
が
為
め
に
如
実
知
自
心
と
説
き
た
も
う
な
り
。

無
相
頓
大
の
機
は
如
実
知
自
心
の
言
下
に
頓
に
諸
法
本
不
生
の
知
見
を
開
い
て
自
心
具
足
の
曼
荼
羅
を
開
顕
す
可
き
な
り
。
か

か
る
勝
機
に
対
し
て
は
「
具
縁
品
」
以
下
の
諸
品
を
説
く
必
要
な
し
。
然
れ
ど
も
無
相
の
大
機
極
め
て
少
な
し
。
多
く
の
者
は

有
相
の
行
軌
に
依
っ
て
修
行
す
る
に
非
ざ
れ
ば
証
悟
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
故
に
仏
は
大
悲
方
便
加
持
力
を
以
て
「
具
縁
品
」
に
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於
て
有
相
の
法
に
寄
せ
ん
無
相
の
心
体
を
示
し
、
劣
慧
の
人
を
引
い
て
無
相
法
界
の
曼
荼
羅
に
入
ら
し
む
る
な
り
。
こ
れ
有
相

曼
荼
羅
の
起
因
な
り
。
経
第
七
に
い
わ
く
、「
無
相
甚
深
の
法（
９
）は

、
劣
慧
の
堪
え
ざ
る
所
な
り
。
彼
等
に
応
ぜ
ん
が
為
め
の
故
に
、

兼
て
有
相
の
説
を
存
す
」。
こ
れ
こ
の
意
な
り
。�

（『
小
田
慈
舟
講
伝
録
』
第
一
巻
、
三
三
三
〜
三
三
四
頁
）

と
あ
り
、
小
田
に
よ
れ
ば
、
法
身
が
自
眷
属
と
互
い
に
三
密
門
を
説
い
て
自
受
法
楽
し
て
い
る
と
い
う
無
相
法
界
の
曼
荼
羅
を
劣
慧

の
衆
生
は
見
聞
覚
知
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
劣
慧
の
衆
生
の
為
に
大
悲
方
便
加
持
力
を
も
っ
て
「
具
縁
品
」
以
下
に
有
相

の
曼
荼
羅
を
教
示
し
て
、
劣
慧
の
衆
生
を
無
相
法
界
の
曼
荼
羅
へ
と
引
入
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
拠
り
所
と
な
る
の
が
〈
無
相
甚
深

の
文
〉
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
こ
れ
に
つ
づ
い
て
小
田
は
、

　

然
る
に
高
野
の
相
伝
は
心
内
本
地
自
性
の
無
相
の
曼
荼
羅
と
、
心
外
加
持
随
縁
有
相
の
曼
荼
羅
と
の
二
種
を
開
く
。
こ
の
二

種
の
曼
荼
羅
は
一
往
浅
略
に
約
せ
ば
有
相
無
相
各
別
な
り
。
も
し
再
往
深
秘
に
約
せ
ば
有
相
即
無
相
な
り
。
有
相
を
離
れ
て
別

の
無
相
な
く
、
無
相
を
離
れ
て
別
の
有
相
無
し
。
随
縁
有
相
の
曼
荼
羅
即
ち
本
地
無
相
の
曼
荼
羅
な
り
。

�

（『
小
田
慈
舟
講
伝
録
』
第
一
巻
、
三
三
四
〜
三
三
五
頁
、
取
意
の
文
）

と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
地
無
相
の
曼
荼
羅
と
「
具
縁
品
」
以
下
に
説
か
れ
る
随
縁
有
相
の
曼
荼
羅
は
、
浅
略
釈
で
は
有
相
と
無

相
と
は
各
別
で
あ
る
が
、
深
秘
釈
で
は
有
相
即
無
相
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
講
伝
の
教
説
に
よ
る
な
ら
ば
、
先
に
言
及
し
た
〈
本
意

自
証
〉
の
立
場
で
あ
る
能
説
の
教
主
の
境
地
は
、
劣
慧
の
衆
生
が
見
聞
覚
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
大
悲
方
便
加
持
力
を
も
っ

て
有
相
の
曼
荼
羅
を
開
示
す
る
と
い
う
所
化
の
衆
生
の
立
場
を
〈
不
本
意
化
他
〉
と
し
て
い
た
こ
と
は
、
深
秘
釈
に
よ
れ
ば
こ
の
本

意
と
不
本
意
、
自
証
と
化
他
と
は
、
本
意
自
証
即
不
本
意
化
他
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

つ
ぎ
に
「
真
言
事
業
品
第
五
」
の
講
伝
に
つ
い
て
見
る
な
ら
ば
、
山
崎
は
、

　

真
言
行
者
、
供
養
持
誦
よ
り
廻
向
に
至
る
ま
で
、
種
々
の
事
作
法
を
為
す
故
に
こ
の
品
名
が
あ
る
。
十
門
に
わ
た
っ
て
こ
れ
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を
説
く
。
最
後
に
阿
字
本
不
生
を
体
得
す
る
に
秘
密
釈
・
秘
密
中
の
秘
釈
・
秘
秘
中
の
秘
釈
を
明
か
す
。「
秘
秘
中
の
秘
釈
と
は
、

本
不
生
の
理
に
理
智
有
り
、
自
ら
本
不
生
を
覚
る
が
故
に
」
本
不
生
は
理
と
同
事
に
智
を
具
え
て
お
り
、
自
己
が
自
己
自
身
を

自
覚
す
る
働
き
を
も
っ
て
い
る
。�

（『
大
日
経
講
伝
』
山
崎
泰
廣
講
伝
伝
授
録
、
四
二
九
頁
）

と
説
示
し
、
ま
た
小
田
は
、

　

こ
の
門
の
中
に
憾
字
三
重
の
秘
釈
を
示
せ
り
。
即
ち
『
疏
』
に
「
阿
は
誰
か
本
法
に
向
か
っ
て
呼
ん
で
本
不
生
を
造
す
る
や
。

答
、
三
種
有
り
。
一
に
は
秘
密
釈
、
二
に
は
秘
密
中
の
秘
釈
、
三
に
は
秘
々
中
の
秘
釈
な
り
。
一
に
秘
密
釈
と
は
毘
盧
遮
那
仏

本
不
生
を
説
く
が
故
に
。
二
に
秘
密
中
の
秘
釈
と
は
阿
字
自
ら
本
不
生
を
説
く
が
故
に
。
三
に
秘
々
中
の
秘
釈
と
は
本
不
生
の

理
に
自
ら
理
智
有
り
、
自
ら
本
不
生
を
覚
る
が
故
に（
（（
（

」
と
説
け
り
。

『
経
』
の
末
に
憂
陀
那
の
偈
を
説
い
て
、「
甚
深
無
相
の
法
は
、
劣
慧
の
堪
え
ざ
る
所
な
り
。
彼
等
に
応
ぜ
ん
が
為
に
、

兼
ね
て
有
相
の
説
を
存
す（
（（
（

」

　

照
遍
和
尚（
（（
（

こ
の
文
の
意
を
述
べ
て
、「
無
相
法
界
の
体
は
仏
の
自
証
に
し
て
因
人
の
境
界
に
非
ず
。
故
に
無
相
法
界
の
上
に

兼
ね
て
有
相
の
方
便
を
設
け
て
因
機
を
指
し
て
劣
慧
と
い
う
。
此
の
中
に
於
て
利
鈍
の
二
機
有
り
。
此
の
供
養
法
と
『
要
略
念

誦
経
』『
摂
真
実
経
』
と
同
意
の
故
に
相
照
ら
し
て
之
れ
を
知
れ
。
南
山
の
『
宗
義
決
択
集
』
の
上
根
上
智
の
論
題（
（（
（

に
成
立
す

る
所
亦
是
の
如
し
。『
要
略
念
誦
経（
（（
（

』
に
い
わ
く
、
相
無
相
甚
深
少
智
不
能
依
無
相
説
相
摂
彼
二
種
人
〈
文
〉『
摂
真
実
経（
（（
（

』
に

い
わ
く
、
今
此
の
法
は
大
慈
毘
盧
遮
那
如
来
但
し
鈍
根
の
人
を
利
益
せ
ん
が
為
の
故
に
大
智
慧
海
の
中
に
於
て
略
し
て
秘
密
の

法
を
説
く
〈
文
〉
と
。
誠
に
是
れ
択
地
造
壇
及
び
種
々
の
三
密
皆
是
れ
有
相
の
法
門
な
る
が
故
に
兼
ね
て
有
相
の
説
を
存
す
と

い
う
頌
文
肝
要
た
り
。
学
者
心
を
留
め
よ
耳
」
と
、
誡
め
た
ま
え
り
。
こ
の
頌
文
は
新
義
と
古
義
と
の
論
則
に
於
て
証
文
に
用

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

い
ら
る
重
要
な
文
な
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。�

（『
小
田
慈
舟
講
伝
録
』
第
一
巻
、
四
二
一
頁
、
傍
点
は
筆
者
）
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と
説
く
。
こ
れ
ら
の
講
伝
の
内
容
に
つ
い
て
三
つ
の
こ
と
が
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
こ
の
『
不
思
議
疏
』「
真
言
事
業
品
」

に
お
い
て
説
示
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
四
重
秘
釈
の
文
を
提
示
し
て
い
る
が
、
四
重
秘
釈
に
関
し
て
何
も
解
説
や
論
評
が
為
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
四
重
秘
釈
は
新
義
派
の
い
わ
ゆ
る
加
持
身
説
を
成
立
さ
せ
る
為
に
大
変
重
要
な
説
な
の
で
あ
る
が
、
小
田

が
四
重
秘
釈
に
解
説
や
論
評
を
加
え
て
い
な
い
の
に
は
、
何
か
理
由
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
古
義
派
の
主
張
す
る
本
地
身

説
と
四
重
秘
釈
と
が
そ
ぐ
わ
な
い
か
ら
な
の
か
、
ま
た
は
〈
甚
深
無
相
の
文
〉
と
四
重
秘
釈
と
が
そ
ぐ
わ
な
い
か
ら
な
の
か
。
た
だ

今
こ
こ
で
は
断
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
稿
を
改
め
て
論
ず
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

二
つ
に
は
「
具
縁
品
」
の
と
き
に
つ
づ
い
て
、
再
び
〈
甚
深
無
相
の
文
〉
を
示
し
、
こ
こ
で
は
上
田
照
遍
和
尚
の
解
説
に
よ
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
上
田
は
『
大
毘
盧
遮
那
仏
要
略
念
誦
経
』『
諸
仏
境
界
摂
真
実
経
』
の
文
を
示
し
て
、
こ
れ
は
〈
甚
深

無
相
の
文
〉
と
が
同
義
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
文
意
は
い
ず
れ
も
有
相
即
無
相
を
説
示
す
る
文
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

　

三
つ
に
は
、
古
義
派
に
お
い
て
は
四
重
秘
釈
と
〈
甚
深
無
相
の
文
〉
と
を
関
連
づ
け
て
論
じ
て
い
な
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
の
で

あ
る
。三

、
新
義
派
に
お
け
る
『
大
日
経
』「
奥
ノ
疏
」
の
講
伝
―
古
義
派
と
の
相
違
―

　

さ
て
、
前
項
に
お
い
て
簡
単
に
触
れ
た
四
重
秘
釈
と
〈
甚
深
無
相
の
文
〉
と
の
関
係
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
そ
れ

は
主
と
し
て
中
性
院
頼
瑜
の
著
作
中
に
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
頼
瑜
と
四
重
秘
釈
と
の
関
係
を
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
藤

田
隆
乗
の
「
頼
瑜
の
四
重
秘
釈
に
つ
い
て
」（『
智
山
学
報
』
第
五
十
四
輯
所
収
）
と
題
さ
れ
た
論
攷
が
大
変
有
益
で
あ
る
。
そ
の
論

攷
の
中
で
藤
田
は
頼
瑜
の
『
大
日
経
疏
指
心
鈔（
（（
（

』『
瑜
祇
経
拾
古
鈔（
（（
（

』『
顕
密
問
答
鈔（
（（
（

』
を
用
い
て
論
述
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、
こ
こ

で
は
頼
瑜
の
『
阿
字
秘
釈
』
を
中
心
に
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
こ
れ
は
ま
た
、
本
書
が
阿
字
観
に
つ
い
て
論
述
す
る
も
の
で
あ
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り
、
本
稿
が
教
相
だ
け
で
は
な
く
事
相
を
扱
う
講
伝
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

　

こ
の
『
阿
字
秘
釈
』
は
「
誦
持
門
」「
観
字
門
」「
解
字
門
」
の
三
門
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
興
教
大
師
覚
鑁
の

『
五
輪
九
字
明
秘
密
釈
』
の
「
第
二　

正
入
秘
密
真
言
門
」
が
こ
の
三
門
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。『
阿

字
秘
釈
』
の
「
誦
持
門
」
で
は
出
入
息
に
お
い
て
阿
字
を
誦
持
す
べ
き
こ
と
、「
観
字
門
」
で
は
阿
字
観
を
教
示
し
、「
解
字
門
」
で

は
阿
字
本
不
生
の
義
を
字
相
と
字
義
と
を
も
っ
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

ま
ず
『
阿
字
秘
釈
』
の
「
観
字
門
」
に
説
か
れ
て
い
る
〈
甚
深
無
相
の
文
〉
と
四
重
秘
釈
と
を
め
ぐ
っ
て
古
義
派
と
新
義
派
と
の

相
違
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

　

ま
た
云
く
「
問
う
。
阿
、
誰
か
本
法
に
向
い
て
、
本
不
生
を
呼
び
造
す
る
や
。
答
う
。
三
種
あ
り
。
一
に
は
秘
密
釈
、
二
に

は
秘
密
中
の
秘
釈
、
三
に
は
秘
秘
中
の
秘
釈
な
り
。
一
に
秘
密
釈
と
は
、
毘
盧
遮
那
仏
、
本
不
生
を
説
き
た
ま
う
が
故
に
。
二

に
秘
密
中
の
秘
釈
と
は
、
阿
字
自
ら
本
不
生
を
説
く
が
故
に
。
三
に
秘
秘
中
の
秘
釈
と
は
、
本
不
生
の
理
に
自
ら
理
智
あ
り
て
、

自
ら
本
不
生
を
覚
る
が
故
に（
（（
（

」
と
文
り
。

　

私
に
案
ず
る
に
、
此
の
文
を
以
て
前
の
四
が
中
の
後
の
三
重
を
証
す
な
り
。
大
日
、
本
不
生
を
説
き
た
ま
う
は
、
是
れ
第
二

重
の
有
相
な
り
。
憾
字
、
自
ら
憾
字
を
説
く
は
第
三
重
の
無
相
な
り
。
是
等
は
み
な
大
悲
応
機
の
所
作
な
り
。
此
の
中
に
前
の

有
相
は
是
れ
劣
慧
を
誘
う
る
薬
、
後
の
無
相
は
ま
た
勝
慧
に
被
し
む
る
教
な
り
。『
経
』
の
第
七
に
云
く
「
甚
深
無
相
の
法
は
、

劣
慧
の
堪
え
ざ
る
所
な
り
、
彼
等
に
応
ぜ
ん
が
為
の
故
に
、
兼
ね
て
有
相
の
説
を
存
せ
り（
（（
（

」
と
〈
云
云
〉。
秘
中
深
秘
の
自
証
は
、

勝
劣
二
機
、
望
み
を
絶
ち
て
言
心
の
両
種
永
く
亡
ぜ
り
。
然
り
と
雖
も
理
智
宛
然
と
し
て
都
て
無
な
る
に
非
ず
、
故
に
「
自
ら

理
智
あ
り
て
、
本
不
生
を
覚
る（
（（
（

」
と
云
う
の
み
。『
秘
経
』
に
云
く
「
我
れ
、
本
よ
り
言
あ
る
こ
と
無
し
。
但
だ
利
益
の
為
に

説
く
な
り（
（（
（

」
と
文
り
。
此
の
経
文
に
依
る
に
、
第
三
重
の
無
相
は
甚
深
な
り
と
雖
も
、
猶
し
是
れ
勝
慧
に
被
る
利
益
の
説
な
る
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が
故
に
、
誰
か
我
れ
、
本
よ
り
言
あ
る
こ
と
無
き
自
証
の
位
に
同
ぜ
ん
。

�

（『
頼
瑜
記
憾
字
秘
釈　

国
訳
』
川
崎
大
師
教
学
研
究
所
、
六
〇
〜
六
一
頁
）

　

こ
れ
に
よ
る
な
ら
ば
、〈
甚
深
無
相
の
文
〉
は
頼
瑜
が
構
築
し
た
四
重
秘
釈
の
中
で
は
、
第
二
重
（
深
秘
釈
の
有
相
有
相
）
と
第

三
重
（
秘
中
深
秘
の
無
相
有
相
）
と
に
相
当
す
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
〈
甚
深
無
相
の
文
〉
は
、
第
三
重
の
「
甚
深
無
相
の
法
」
は

勝
慧
の
為
の
法
で
あ
り
、
劣
慧
は
覚
知
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
そ
こ
で
劣
慧
の
為
に
第
二
重
の
有
相
の
法
を
説
示
す
る
と
い
う
文

意
の
も
の
と
理
解
し
、
こ
れ
を
自
性
身
改
め
ざ
る
加
持
身
の
説
法
と
す
る
。
さ
ら
に
第
四
重
（
秘
秘
中
深
秘
の
無
相
無
相
）
の
位
は

言
心
断
滅
し
て
お
り
、
こ
れ
を
本
地
法
身
に
同
定
す
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
古
義
派
で
は
、〈
甚
深
無
相
の
文
〉
は
劣
慧
の
衆
生
は
甚
深
無
相
な
る
法
門
を
覚
知
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、

随
他
化
他
の
有
相
の
法
門
を
も
っ
て
法
身
自
内
証
の
境
界
へ
と
引
入
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
浅
略
釈
で
は
甚
深
無
相

の
法
と
有
相
の
法
と
は
各
別
で
あ
る
が
、
深
秘
釈
で
は
有
相
即
無
相
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
古
義
派
は
〈
甚
深
無
相
の
文
〉

と
四
重
秘
釈
と
を
関
連
づ
け
て
見
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
つ
ぎ
に
「
解
字
門
」
に
説
か
れ
て
い
る
〈
甚
深
無
相
の
文
〉
と
四
重
秘
釈
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

　

問
う
。
択
地
造
壇
、
印
契
、
真
言
等
は
、
劣
慧
の
為
に
設
く
る
所
の
有
相
の
門
な
り
。
若
し
勝
慧
の
為
に
は
、
是
れ
甚
深
無

相
の
法
な
り
。
故
に
『
経
』
の
第
七
に
云
く
「
甚
深
無
相
の
法
は
、
劣
慧
の
堪
え
ざ
る
所
な
り（
（（
（

」
と
文
り
。
同
『
疏
』
の
下
に

云
く
「
甚
深
無
相
法
と
は
本
不
生
の
理
な
り
。
相
に
着
す
る
劣
慧
は
理
に
悟
入
す
る
こ
と
を
得
ざ
る
が
故
に（
（（
（

」
と
文
り
。
此
の

文
に
准
ぜ
ば
、
憾
字
本
不
生
の
理
を
観
ず
る
は
、
是
れ
有
相
の
行
を
用
い
ざ
る
の
深
慧
利
根
の
人
な
り
。
若
し
爾
ら
ば
、
何
ぞ

必
ず
し
も
身
語
の
事
密
を
具
す
と
云
う
や
。

　

答
う
。「
甚
深
無
相
」
と
は
、
相
と
し
て
具
せ
ざ
る
こ
と
無
き
が
故
に
、「
無
相
」
と
云
う
。
身
語
の
事
法
を
遮
す
る
に
は
非
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ず
。
故
に
『
疏
』
に
は
「
畢
竟
無
相
に
し
て
、
而
も
一
切
の
相
を
具
す（
（（
（

」
と
云
い
、
大
師
は
「
相
を
離
る
る
の
相
は
、
相
と
し

て
具
せ
ざ
る
こ
と
無
し（
（（
（

」〈
云
云
〉
と
釈
し
た
ま
え
り
。
現
覚
の
諸
法
は
本
初
不
生
な
る
が
故
に
、
因
縁
の
事
法
即
ち
不
生
の

妙
理
な
り
。
故
に
「
甚
深
無
相
の
法
は
本
不
生
の
理
な
り（
（（
（

」
と
云
う
の
み
。
是
の
故
に
『
疏
』
に
菩
提
の
実
義
を
釈
し
て
「
本

不
生
を
覚
る
は
、
即
ち
是
れ
仏
な
り
、
仏
自
証
の
法
な
り（
（（
（

」
と
云
う
。
即
ち
此
の
意
な
り
。

　

問
う
。
前
の
観
字
門
の
中
に
は
、
第
四
重
の
無
相
を
以
て
自
証
と
為
す
。
今
の
解
字
門
の
中
に
は
、
第
三
重
の
無
相
を
以
て

自
証
と
為
す
。
前
後
相
違
せ
り
、
如
何
。

　

答
う
。
義
門
不
定
な
り
。
自
証
の
自
証
、
自
証
の
化
他
あ
る
が
故
に
。
今
は
ま
た
自
証
の
自
証
無
き
に
非
ざ
る
が
故
に
違
う

る
こ
と
無
き
な
り
。
若
し
大
い
に
相
対
せ
ば
、
観
字
門
は
是
れ
有
相
な
り
、
解
字
門
は
即
ち
無
相
な
り
。
故
に
『
疏
』
に
云
く

「
真
実
に
依
る
と
は
不
生
の
理
に
依
る
な
り
。
縁
生
と
は
阿
字
な
り
。
機
に
臨
ん
で
示
現
す
る
が
故
に（
（（
（

」
と
〈
云
云
〉。

�

（『
頼
瑜
記
憾
字
秘
釈　

国
訳
』
川
崎
大
師
教
学
研
究
所
、
一
三
〇
〜
一
三
一
頁
）

　

こ
の
問
答
は
〈
甚
深
無
相
〉
の
位
に
意
密
の
他
に
身
語
の
二
密
を
認
め
る
の
か
認
め
な
い
の
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
答
え
は

認
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
つ
ぎ
の
問
答
は
、「
観
字
門
」
で
は
第
四
重
の
無
相
を
自
証
と
し
、「
解
字
門
」
で
は
第
三
重
の
無
相

を
自
証
と
す
る
が
、
同
じ
〈
自
証
〉
な
の
に
第
三
重
と
第
四
重
の
相
違
が
あ
る
の
は
ど
う
し
て
な
の
か
を
問
う
も
の
で
、
答
え
は
「
観

字
門
」
の
自
証
は
〈
自
証
の
自
証
〉
す
な
わ
ち
第
四
重
の
〈
無
相
の
無
相
〉
本
地
法
身
で
あ
り
、「
解
字
門
」
の
自
証
は
〈
自
証
の

化
他
〉
す
な
わ
ち
第
三
重
の
〈
無
相
の
有
相
〉
自
性
身
改
め
ざ
る
加
持
身
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
四
重
秘
釈
と
〈
甚
深
無
相
の
文
〉
と
の
関
係
は
、
新
義
派
の
教
主
義
で
あ
る
自
性
身
改
め
ざ
る
加
持
身
に
深
く
根
ざ

し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
古
義
派
に
お
い
て
は
四
重
秘
釈
と
〈
甚
深
無
相
の
文
〉
と
関
連
づ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
知

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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お
わ
り
に
か
え
て

　

以
上
、
足
早
に
『
大
日
経
』「
奥
ノ
疏
」
の
講
伝
の
内
容
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
が
、
私
自
身
、『
大
日
経
』
の
講
伝
の
席
に
参

会
し
た
こ
と
が
な
く
、
本
稿
で
そ
の
内
容
に
言
及
す
る
こ
と
は
本
来
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
現
今
、
講
伝
の
内

容
を
記
し
た
出
版
が
為
さ
れ
て
お
り
、
実
際
の
講
伝
の
内
容
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
『
大
日
経
』
の
講
伝
の
そ
れ
に
関

し
て
は
、
古
義
派
に
属
す
る
も
の
し
か
な
い
。
ま
た
本
宗
に
お
い
て
『
大
日
経
』
の
講
伝
は
久
し
く
行
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う

な
現
状
を
鑑
み
て
、
新
義
派
に
お
け
る
『
大
日
経
』
の
講
伝
で
、
語
ら
れ
る
べ
き
も
の
を
類
推
し
て
み
よ
う
と
試
み
た
の
が
本
稿
で

あ
る
。

　

果
た
し
て
そ
の
中
で
見
え
て
き
た
も
の
は
、
古
義
派
は
『
大
日
経
』
の
教
主
を
本
地
法
身
と
す
る
〈
本
地
身
説
〉
を
講
伝
の
基
調

と
し
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
て
新
義
派
に
お
け
る
講
伝
の
内
容
は
、
自
性
身
を
改
め
ざ
る
加
持
身
を
教
主
と
す
る
〈
加
持
身
説
〉
を

基
調
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
は
四
重
秘
釈
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。
た
だ
こ
れ
は
『
大
日
経
』
の
講
伝
全
体
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

�

（
＊
文
中
敬
称
略
）

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
講
伝　

奥
ノ
疏　

古
義
派　

新
義
派　

四
重
秘
釈
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註（
１
）
こ
の
三
つ
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
二
十
五
年
度
に
智
山
伝
法
院
内
で

開
催
さ
れ
た
、
佐
藤
隆
彦
高
野
山
大
学
教
授
、
石
川
照
貴
智
山
講
伝

所
所
員
に
よ
る
講
習
会
の
中
で
も
、
以
下
に
示
す
定
義
と
ほ
ぼ
同
様

の
内
容
が
示
さ
れ
た
。

（
２
）
長
谷
寶
秀
（
一
八
六
九
〜
一
九
四
八
）
は
、
明
治
三
二
年
（
一
八
九

九
）、
三
一
歳
の
と
き
、
高
野
山
学
林
に
お
い
て
密
門
宥
範
（
一
八

四
三
〜
一
九
二
〇
）
僧
正
に
し
た
が
い
、『
大
日
経
奥
ノ
疏
』
の
講

伝
許
可
を
受
け
、
引
き
続
き
、
す
べ
て
の
講
伝
を
受
け
終
え
て
い
る
。

（
３
）『
長
谷
寶
秀
全
集
』
第
二
巻
、「
所
説
法
体
」
の
項
、
五
四
〜
五
九
頁
。

（
４
）『
真
言
密
教
の
教
学
』
二
二
七
頁
に
よ
る
。

（
５
）『
大
日
経
講
伝
』「
九　

五
箇
の
論
則
」
の
項
（『
山
崎
泰
廣　

講
伝

伝
授
録
』
第
一
巻
、
四
九
〜
五
五
頁
）

（
６
）『
弁
顕
密
二
教
論
』（『
弘
法
大
師
全
集
』
第
一
輯
、
四
七
四
頁
）
の
文
。

（
７
）『
小
田
慈
舟
講
伝
録
』
第
一
巻
、
二
五
頁
の
文
に
よ
る
。

（
８
）『
大
日
経
』（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
一
八
巻
、
五
四
頁
、
下
段
）

の
文
。

（
９
）「
無
相
甚
深
の
法
」
と
あ
る
の
は
、
正
し
く
は
「
甚
深
無
相
の
法
」

で
あ
る
。

（
10
）『
大
毘
盧
遮
那
経
供
養
次
第
法
疏
』（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
三
九
巻
、

八
〇
七
頁
、
下
段
）
の
文
。

（
11
）『
大
日
経
』（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
一
八
巻
、
五
四
頁
、
下
段
）

の
文
。

（
12
）
上
田
照
遍
（
一
八
二
八
〜
一
九
〇
七
）
は
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）

に
寶
肝
よ
り
「
奥
ノ
疏
」
を
受
け
て
い
る
。

（
13
）
宥
快
『
宗
義
決
択
集
』（『
真
言
宗
全
書
』
第
一
九
巻
、
二
〇
二
〜
二

一
四
頁
）
に
あ
る
。
こ
の
「
上
根
上
智
」
の
論
則
は
、
真
言
正
機
の

人
は
上
根
上
智
に
限
る
か
、
否
か
と
い
う
も
の
。
こ
の
中
で
『
大
日

経
』「
真
言
事
業
品
」
の
「
甚
深
無
相
」
の
文
と
『
要
略
念
誦
経
』『
摂

真
実
経
』
の
文
と
、
そ
の
意
味
が
同
じ
も
の
で
あ
る
と
の
理
解
に
よ

る
。

（
14
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
一
八
巻
、
六
四
頁
、
上
段
の
文
。

（
15
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
一
八
巻
、
二
八
四
頁
、
中
段
の
文
。

（
16
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
五
九
巻
、
六
三
六
頁
、
上
〜
中
段
の
文
。

（
17
）『
日
本
大
蔵
経
』
第
三
三
巻
、
八
八
頁
、
上
段
の
文
。

（
18
）『
続
真
言
宗
全
書
』
第
二
三
巻
、
一
七
〜
一
八
頁
の
文
。

（
19
）『
大
毘
盧
遮
那
経
供
養
次
第
法
疏
』（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
三
九
巻
、

八
〇
七
頁
、
下
段
）
の
文
。

（
20
）『
大
日
経
』（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
一
八
巻
、
五
四
頁
、
下
段
）

の
文
。

（
21
）『
大
毘
盧
遮
那
経
供
養
次
第
法
疏
』（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
三
九
巻
、

八
〇
七
頁
、
下
段
）
の
文
。

（
22
）『
金
剛
峰
楼
閣
一
切
瑜
伽
瑜
祇
経
』（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
一
八
巻
、

二
六
九
頁
、
下
段
）
の
文
。

（
23
）『
大
日
経
』（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
一
八
巻
、
五
四
頁
、
下
段
）

の
文
。

（
24
）『
大
毘
盧
遮
那
経
供
養
次
第
法
疏
』（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
三
九
巻
、

八
〇
七
頁
、
下
段
）
の
文
。
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（
25
）『
大
日
経
疏
』（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
三
九
巻
、
六
四
五
頁
、
下
段
）

の
文
。

（
26
）『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』（『
弘
法
大
師
全
集
』
第
一
輯
、
二
五
一
頁
）

の
文
。

（
27
）『
大
毘
盧
遮
那
経
供
養
次
第
法
疏
』（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
三
九
巻
、

八
〇
七
頁
、
下
段
）
の
文
。

（
28
）『
大
日
経
疏
』（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
三
九
巻
、
六
四
六
頁
、
中
段
）

の
文
。

（
29
）『
大
毘
盧
遮
那
経
供
養
次
第
法
疏
』（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
三
九
巻
、

八
〇
七
頁
、
下
段
）
の
文
。




